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国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

10
月
17
日
開
催

「
Ｇ
Ｅ
Ｐ
の
誇
り
胸
に
」

東
ト
協 

遠
藤
環
境
部
長

「今年こそ3ツ星」の
念願達成   金城運輸

グリーン・エコプロジェクトをプレゼン
世
界
が
注
目
、Ｇ
Ｅ
Ｐ

14
年
度「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」

Ｇ
Ｅ
Ｐ
参
加
企
業
を
高
評
価

環
境
に
優
れ
た
192
社
を
格
付
け

東京都

東
ト
協 

志
村
環
境
委
員
長
に
聞
く

Ｇ
Ｅ
Ｐ 

評価区分 事業者名 代表者名
☆☆☆ エスエイロジテム 斉藤　彰悟
☆☆☆ 西町運送 岩邉　洽子
☆☆☆ 大出運輸 山下　義尚
☆☆☆ ナガオ 緒方　伸二
☆☆☆ 柳沢運輸 栁沢　博之
☆☆☆ ＮＴＳロジ 笠原　昭久
☆☆☆ 三急運輸 田代　昌明
☆☆☆ 東京三栄運送 森末　義和
☆☆☆ 金城運輸 金城　永三
☆☆☆ 圏央ロジ 橋本　龍太郎
☆☆☆ 東配 熊井　禎臣
☆☆☆ 武井物流 武井　一憲
☆☆☆ 都築運輸 都築　徹蔵
☆☆☆ 加賀運送 加賀　式美
☆☆☆ 茨城流通サービス 小倉　邦義
☆☆ 柴又運輸 鈴木　正博
☆☆ 丸和運送 寅谷　和男
☆☆ サクラ運送 伊藤　光浩
☆☆ 金剛運輸 金剛寺　忠和
☆☆ アルプス運送 宮越　正也
☆☆ 杉田運送 杉田　智
☆☆ 京南運送 吉田　智重
☆☆ トラスト・ウィン 星　惠子
☆☆ 大塚組 大塚　治夫
☆☆ 三進 田口　進
☆☆ 亀戸運送 永嶋　信一
☆☆ 東洋運輸 中島　昭治
☆☆ 星運輸 星　信久
☆☆ ヒサゴサービス 砂崎　亨
☆☆ 丸昭運輸 渡邊　和廣
☆☆ 大澤組 加藤　知朗
☆☆ コールド流通システム 山口　惠子
☆☆ 墨東企業運輸 追川　晃
☆☆ ナカフジ運送 中島　妙子
☆☆ ハヤシ配送サービス 林　秀行
☆☆ 川口商事 川口　英樹
☆☆ 光洋運輸 福沢　優
☆☆ 東京商運 竹中　進
☆☆ 東京食料運輸 阿部　行信
☆☆ すずか梱包運輸 鈴木　貢
☆☆ 稲垣運輸 稲垣　久義
☆☆ 京王運輸 帆足　信夫
☆☆ 松雄運送 松本　雄治
☆☆ 金子運送 金子　紀士男
☆☆ 若林運送 若林　権太郎
☆☆ 武蔵野運送 清本　秋男
☆☆ 明和運輸 宇田川　英彦
☆☆ 七福運送 鈴木　祥太
☆☆ 浅井 浅井　隆
☆☆ 昭和の森エリアサービス 田村　春生
☆☆ 渋谷運輸サービス 三杉　恭一
☆☆ 用賀運送 石川　和夫
☆☆ 宝運送 塚谷　卓二
☆☆ 渡邊倉庫運送 渡邉　庄二
☆☆ プライム物流 下川　悟
☆☆ 上昇運輸 上野　巨志
☆☆ 彦新運輸 彦田　敬輔
☆☆ 吉田運輸 吉田　清子
☆☆ 大津運送 大津　敏一
☆☆ 大昌運輸 山本　明徹
☆☆ 竹鼻運送 牧野　英雄
☆☆ 村松機工運輸 海老原　宏
☆☆ アサヒエンタープライズ 町田　眞二
☆☆ エスティーシステム 鈴木　憲興
☆☆ 桐生運輸 桐生　和幸
☆☆ ＳＢＳロジコム 鎌田　正彦
☆☆ 日盛運輸 細井　幸一
☆☆ 上野運送 伏見　健次
☆☆ 丸喜運輸 和地　義嗣
☆☆ 大塚運送 大塚　仁志
☆☆ 東紅流通センター 髙橋　猛彦
☆☆ 結城運輸倉庫 結城　幸彦
☆☆ 藤倉運輸 藤倉　泰徳
☆☆ 林運輸 林　謙次
☆☆ 関口運輸 関口　心太
☆☆ 多摩八光運輸 嶋田　哲男
☆☆ 東栄運送 東井　忠弘
☆☆ 羽田運送店 羽田　三根夫
☆☆ 三つ葉運輸 村上　雅英
☆☆ 関東急行運輸 島田　恒彦
☆☆ 富士興業 奥山　光治
☆☆ イノウ運輸 稲生　道明
☆☆ 東亜物流 森本　勝也
☆☆ 江商運輸 江森　東
☆☆ 協同運輸 鳥ノ海　学
☆☆ 大剛運輸 鴨山　宣夫
☆☆ 日本興運 原　玲子
☆ 古川商事運輸 古川　丞
☆ 都北運輸 金柱　誠司
☆ 東洋興業 横沢　喜一郎
☆ エイチライン 星　信久
☆ 五月運輸 田原　利明
☆ エム・エスサービス 植益　正芳
☆ 新寿堂運輸 國澤　大介
☆ 村山運輸 村山　浩一
☆ 国分 國分 正道
☆ 東幸運輸 小川　英二

評価区分 事業者名 代表者名
☆ 三星・運送 鶴田　一文
☆ 成光運輸 飯沢　宗光
☆ 北田運送 北田　真三郎
☆ オータカ 大髙　一義
☆ 東邦運輸 中島　秀治
☆ 竹内運輸工業 竹内　政司
☆ 上野運輸 上野　紀一
☆ 小作物産 小作　豊
☆ 三村運送 三村　偉一郎
☆ 鈴直運輸 多賀谷　正秀
☆ 野辺運輸 佐藤　剛
☆ 共立ラインサービス 南里　徹郎
☆ 鈴直運送 鈴木　健之
☆ 小山運送 橋本　敏夫
☆ 三興運輸 小沢　庄一
☆ みゆき運輸 古賀　敬宏
☆ アシストライン 福本　篤人
☆ 金原運送店 金原　實
☆ 三港運輸 日下　栄作
☆ やまと東 楯列　和子
☆ ロジトライ関東 岡部　雅志
☆ 自由ヶ丘運送 土屋　秀明
☆ 入船物流システム 半田　一惠
☆ 新聞輸送 田中　敏之
☆ 東京ロジステック小林徳市運送 小林　秀男
☆ 東京荷役管理 阿部　行信
☆ 天野運送 天野　智義
☆ 京葉青和 青木　茂
☆ 丸正運輸 宇野　数雄
☆ 佐藤商運 佐藤　敏弘
☆ 丸大運輸 大山　宏
☆ 丸勝運輸 清水　敦史
☆ 日和運輸倉庫 佐藤　和子
☆ 丸嘉運輸倉庫 前川　哲弥
☆ 寿運送 石井　秀男
☆ 興真運送 篠﨑　眞
☆ 新宿運輸商事 横山　竜介
☆ マルヤマサービス 菅　眞知
☆ 小島運送 小島　勝弘
☆ 新宿貨物運送 古屋　芳彦
☆ 古屋運送 古屋　宰
☆ 篠﨑運送店 篠﨑　義春　
☆ 三和運輸 早川　恒子
☆ 横山運送 横山　睦夫
☆ システムライン 綱島　勝美
☆ 櫻商事 櫻田　良次
☆ 辨天おがわ運輸 小川　和美
☆ 春木運輸 佐藤　孝高
☆ 大友運輸 藤井　練和
☆ 荒木運送 荒木　邦雄
☆ 田中陸運 田中　秀樹
☆ 丸一物流 杉田　恵理
☆ 大作輸送 福本　勝由
☆ 丸武運輸 土屋　信之
☆ 東京共同ロジテム 田木　景三
☆ 日通東京運輸 松本　久雄
☆ 商運サービス 佐久間　恒好
☆ 北多摩運送 山中　晃
☆ 晃和 野崎　進一
☆ 武智運送店 武智　井九十
☆ 三榮商會 岩井　榮三
☆ 帝都運輸機工 大西　豊
☆ ＳＢＳトランスポート 鳥海　昭夫
☆ カトー物流 加藤　浩介
☆ 船間産業 船間　昭二
☆ 飯塚運送 飯塚　正純
☆ ハイ・ケイチク 石川　博久
☆ 大森運送 三浦　徳邦
☆ 松本運送 松本　勝彦
☆ 成増興業 相原　光良
☆ ロジスペック 羽野　利治
☆ ひがの運送 日向野　弘治
☆ 長井運送 長井　純一
☆ 森田商運 山田　正信
☆ 青柳運送 青柳　保之
☆ プラスパ 下川　悟
☆ 京北倉庫 横峯　照久
☆ サイショウ.エクスプレス 齋藤　正雄
☆ 宮本運送 宮本　隆
☆ 京浜運送 吉本　花子
☆ あやめ運輸 菖蒲　亨
☆ タイヨーリクテム 山下　政博
☆ 昌登物流 登坂　好男
☆ 芳和輸送 山本　伸一
☆ ワーク商会 畑井田　孝文
☆ アクセス 佐賀　肇
☆ 大德運輸 相楽　俊一郎
☆ 沢多運送 滝田　重治
☆ 石山運送 石山　信一
☆ みすゞ興業 荒木　秀幸
☆ 中央車輌輸送 松本　洋祐
☆ スワンサービス 足立　明文
☆ 八武崎運送 八武崎　秀紀
☆ 晴栄運送 関口　由子
☆ 相互梱包運送 木原　陸也

※評価区分ごとに申請受付順に掲載　 (敬称略）

２０１４年度　東京都貨物輸送評価制度　評価取得事業者	 　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
努
力
を
分
り
や
す
く
評
価
す
る
制
度
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
東
京
都
が
本

格
実
施
を
始
め
た「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」。そ
の
２
０
１
４
年
度
評
価
事
業
者
を
称
え
る
認
定
発
表
式
が
去
る
７
月

３
日
、都
内
の
ザ
・
ペ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
東
京
に
お
い
て
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ

Ｅ
Ｐ
）
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
同
評
価
制
度
は
、
毎
年
度
申
請
の
事
業
者
に
対
し
て
の
み
都
が
評
価
を
行
い
、
都
内

に
貨
物
を
運
送
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者（
緑
・
黒
ナ
ン
バ
ー
事
業
者
）を
対
象
に
し
て
い
る
。
今
回
の
申
請
事
業

者
数
は
前
回
に
比
べ
て
25
・
８
％
増
の
１
９
５
社
と
な
り
、
評
価
さ
れ
た
事
業
者
数
は
28
・
９
％
増
の
１
９
２
社
と

な
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
96
・
４
％
に
当
た
る
１
８
５
社
が
、
東
ト
協
が
推
進
す
る
Ｇ
Ｅ
Ｐ
の
参
加
事
業
者
だ
っ
た
。

　
東
京
都
が
実
施
す
る
「
貨

物
輸
送
評
価
制
度
」は
、12
年

度
に
試
行
さ
れ
、
13
年
度
か

ら
本
格
実
施
さ
れ
た
。
事
業

者
か
ら
の
関
心
度
は
高
く
、

申
請
事
業
者
は
昨
年
度
が
１

５
５
事
業
者
だ
っ
た
の
に
対

し
、
今
年
度
は
約
26
％
増
の

１
９
５
社
に
な
り
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
増
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
自
治
体
が
ト
ラ
ッ

ク
運
送
会
社
を
燃
費
で
格
付

け
す
る
の
は
、
世
界
で
も
東

京
都
だ
け
だ
。
Ｃ
Ｏ
２

削
減

の
取
り
組
み
を
、
実
走
行
燃

費
で
評
価
し
、
そ
の
結
果
を

星
の
数
で
表
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
ト
ラ
ッ
ク
版
ミ
シ
ュ
ラ

ン
ガ
イ
ド
と
呼
ば
れ
て
き

た
。
都
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
通
じ
て
評
価
し
た
事

業
者
を
公
表
し
て
お
り
、
荷

主
や
環
境
問
題
に
関
心
の

高
い
消
費
者
に
対
し
て
、
分

り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
。

　
14
年
度
評
価
取
得
事
業
者

の
内
訳
は
、「
３
ツ
星
」
が
15

社
、「
２
ツ
星
」
が
72
社
、「
１

ツ
星
」が
１
０
５
社
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
評
価
さ
れ
た
事
業
者

１
９
２
社
の
う
ち
１
８
９
社

が
東
ト
協
会
員
で
、
ほ
か
埼

ト
協
会
員
が
２
社
、
茨
ト
協

会
員
が
１
社
だ
っ
た
。

　
Ｇ
Ｅ
Ｐ
に
つ
い
て
東
ト
協

の
大
高
一
夫
会
長
は
「
現

在
、
６
１
１
社
（
８
月
末
現

在
６
１
４
社
）、
約
１
万
８

０
０
０
台
（
同
１
万
８
１
６

４
台
）
が
参
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
一
昨
年
に
滋
賀
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
、
昨
年
か
ら
は

愛
知
、
大
阪
、
富
山
、
埼

玉
、
千
葉
の
ト
協
で
事
業
と

し
て
広
が
っ
た
」と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
国
連
本
部
で
「
国
連
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
」
か
ら
Ｇ
Ｅ
Ｐ
発
表
の
要

請
が
き
て
い
る
こ
と
を
明
か

し
、
こ
れ
ら
の
機
会
を
と
ら

え
一
層
の
普
及
に
意
欲
を
み

せ
た
。

は
３
ツ
星
を
と
明
確
な
目
標

を
社
内
に
掲
げ
、
１
年
間
意

識
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
」

と
念
願
達
成
の
喜
び
を
伝
え

た
。

　
金
城
取
締
役
は
08
年
に
Ｇ

Ｅ
Ｐ
へ
参
加
し
、
こ
こ
で
得

た
知
識
や
経
験
が
そ
の
後
の

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
の
取

得
、
環
境
省
主
催
の
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
コ
ン
テ
ス
ト
（
現
在

は
エ
コ
モ
財
団
主
催
）
で
優

秀
賞
獲
得
に
つ
な
が
り
、「
い

ま
も
Ｇ
Ｅ
Ｐ
が
同
社
の
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核
を
な

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

３ツ星評価を喜ぶ金城取締役

　「
国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」の
主
催
は
、

国
連
Ｗ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
。
国

連
組
織
の
世
界
１
４
８
カ
国

の
イ
ン
タ
ー
ン
・
研
修
生
を

務
め
た
人
々
に
よ
る
組
織
と

し
て
、
国
連
憲
章
第
71
条
に

準
拠
し
て
設
立
さ
れ
た
国
連

直
属
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
「
国
連
憲
章
に
則
っ

た
活
動
」
で
あ
る
と
捉
え
、

そ
の
効
果
を
「
世
界
中
の

人
々
の
関
心
を
呼
ぶ
よ
う
、

働
き
か
け
る
」と
し
て
い
る
。

　
10
月
17
日
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
国

連
Ｗ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
認
定
企

業
の
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ａ
（
ア
ス
ア
／

本
社
＝
名
古
屋
市
、
間
地
寛

社
長
）が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。

各
国
の
国
連
大
使
、
政
府
関

係
者
、
自
動
車
関
連
団
体
な

ど
が
出
席
、
日
本
か
ら
も
複

数
の
団
体
が
参
加
す
る
。

　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、

①
車
と
社
会
②
今
の
エ
コ
ド

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
大
髙
一
夫
会
長
）
は
10
月
17
日
、
国
際
連
合
本
部
（
米
国
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
開
催

の
「
国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」（
主
催
＝
国
連
Ｗ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
）
に
参
加
す
る
。
２
０
０
６
年
に
東

ト
協
が
全
国
に
先
駆
け
て
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｅ

Ｐ
）」
の
取
り
組
み
を
東
ト
協
環
境
部
の
遠
藤
啓
二
部
長
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
東
ト
協
で
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
環
境
委
員
会
の
志
村
正
之
委
員
長
（
副
会
長
）
に
抱
負
を
聞
い
た
。

�

（
聞
き
手
＝
編
集
部
）

国
連
本
部（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）

　
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、「
環
境
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の

社
会
的
責
任
）
か
ら
進
め
る

経
営
改
善
」「
未
来
の
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」。

　
具
体
的
な
活
動
は
、
車
両

ご
と
に
収
集
し
た
燃
費
か
ら

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、

継
続
的
な
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
の
推
進
・
支
援
を
行
い
、

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
や
燃

費
向
上
に
伴
う
コ
ス
ト
削

減
、
事
故
防
止
な
ど
に
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
経
営
者
、
管
理

者
、
ド
ラ
イ
バ
ー
１
人
１
人

の
環
境
意
識
が
高
ま
り
、
社

を
目
的
に
研
修
セ
ミ
ナ
ー
を

定
期
的
に
開
催
し
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
の
た
め
の
教
育
資
料
や

環
境
関
連
資
料
を
提
供
す
る

な
ど
、
環
境
問
題
を
受
動
的

で
は
な
く
能
動
的
に
取
り
組

む
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

会
貢
献
・
社
会
責
任
を
主
軸

と
し
た
「
環
境
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
を

展
開
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

　
―
―
国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
参
加

は
、
凄
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
志
村
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
東
ト
協
は
国
内
外

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ

ろ
で
過
去
に
も
プ
レ
ゼ
ン
タ

ー
と
し
て
発
信
し
て
き
ま
し

た
が
、
国
連
で
の
プ
レ
ゼ
ン

は
物
流
業
界
の
み
な
ら
ず
、

日
本
の
代
表
と
し
て
東
ト
協

が
招
か
れ
る
こ
と
は
、
大
変

名
誉
な
こ
と
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
―
―
世
界
か
ら
東
ト
協
が

注
目
さ
れ
ま
す
。

　
志
村
　
地
方
の
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
世
界
に
発
信
す
る
機

会
な
ど
な
い
こ
と
で
す
。
世

界
か
ら
注
目
さ
れ
る
わ
け

で
、
中
小
零
細
事
業
を
占
め

る
我
わ
れ
に
と
っ
て
も
大
変

嬉
し
く
、
今
後
の
活
力
に
も

な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
会
に
国
民
や
荷
主
に
は
、

良
い
企
業
の
努
力
と
成
果
を

充
分
に
理
解
し
て
頂
き
、
そ

し
て
東
ト
協
会
員
が
グ
リ
ー

ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
す
れ
ば
、
企
業
の
経
営

戦
略
に
な
る
と
理
解
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
Ｇ
Ｅ
Ｐ
へ

期
待
高
ま
る

　
―
―
国
連
へ
の
参
加
で
ト

ラ
ッ
ク
業
界
に
お
け
る
グ
リ

ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
期
待
が
さ
ら
に
高
ま
る

の
で
は
？

　
志
村
　
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
現

れ
て
、
環
境
の
み
で
な
く
交

通
事
故
防
止
、
管
理
者
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
意
欲
的
な
成
果

が
み
ら
れ
、
経
営
改
善
が
図

ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
良
い
企

業
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
、
荷
主
に

対
し
て
「
グ
リ
ー
ン
購
入
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
契
約
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、
良
い
事
業
者
の
可

視
化
を
図
り
、
さ
ら
に
全
面

的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
―
―
東
京
都
と
の
連
携
も

あ
り
ま
す
。

　
志
村
　
都
が
創
設
し
た

「
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」
で
、

グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
参
加
な
ど
の
燃
費
に
優

れ
た
事
業
者
を
都
知
事
に
認

定
し
て
頂
く
こ
と
は
、
国

内
、
ま
た
世
界
で
も
例
の
な

い
画
期
的
な
こ
と
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

業
界
ア
ピ
ー
ル
を

さ
ら
に
強
化

　
―
―
荷
主
に
も
さ
ら
に
ア

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
さ
ら

に
広
が
っ
て
い
け
ば
、
ト
ラ

ッ
ク
業
界
と
し
て
の
ア
ピ
ー

ル
が
、
荷
主
や
国
民
に
も
理

解
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
―
―
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
況
は
？

　
志
村
　
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
加
事
業

者
は
現
在
６
１
４
社
１
万
８

１
６
４
台
、
こ
れ
を
さ
ら
に

増
強
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
荷

主
や
都
民
に
対
し
て
、
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
の
多
い
マ
イ
カ
ー
に
浸

透
さ
せ
れ
ば
、
ロ
ー
ド
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
り
、
ひ

い
て
は
都
民
へ
の
ク
リ
ー
ン

な
業
界
と
し
て
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

精
度
の
高
い
グ
リ
ー
ン
・
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ー
タ
を

利
用
し
、
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
て

参
加
者
へ
レ
ベ
ル
の
高
い
情

報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

国
連
参
加
は

業
界
の
た
め

　
―
―
環
境
委
員
長
・
副
会

長
と
し
て
の
環
境
対
策
の
抱

負
に
つ
い
て
。

ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。

　
志
村
　
国
連
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
会
議
で
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
認
め
て
頂

い
た
こ
と
は
ト
ラ
ッ
ク
業
界

の
み
だ
け
で
な
く
、
荷
主
は

も
ち
ろ
ん
、
都
民
に
も
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ア
ピ
ー
ル
に
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　
―
―
東
ト
協
以
外
で
も
普

及
し
て
い
ま
す
。

　
志
村
　
滋
賀
県
、
愛
知

県
、
大
阪
府
、
富
山
県
、
千

葉
県
、
埼
玉
県
の
各
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
も
同
じ
ネ
ー
ミ
ン

グ
で
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
水
平
展
開
さ
れ

　
海
外
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
初
め
て
で
は
な
い

で
す
が
、
国
連
に
は
驚
き
ま

し
た
。
た
だ
、
ど
こ
で
も
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
と
、

「
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
・

手
法
が
凄
い
」
と
か
「
や
っ

て
い
る
こ
と
が
芯
を
捉
え
て

い
る
」「
確
実
に
ド
ラ
イ
バ
ー

教
育
に
繋
が
っ
て
い
る
」
と

評
価
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
そ
う
い
う
評
価
の

中
で
、
日
本
の
自
動
車
産
業

の
中
で
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と

い
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
時

に
、
こ
れ
が
日
本
の
代
表
の

プ
レ
ゼ
ン
だ
と
言
わ
れ
る

と
、
そ
れ
だ
け
の
も
の
に
な

っ
て
き
た
か
な
と
い
う
思
い

は
し
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
環
境
、
安
全
だ
け

で
な
く
、
社
内
の
人
間
関
係

が
良
く
な
っ
た
と
か
言
わ
れ

ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
聞
く

と
嬉
し
い
で
す
。

　
私
ど
も
ト
ラ
ッ
ク
業
界
が

な
け
れ
ば
、「
重
要
な
セ
ク
シ

ョ
ン
は
動
か
な
い
」「
世
の
中

の
流
れ
は
で
き
な
い
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
言

っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
す
れ
ば
、
こ
ぞ
っ
て

若
い
人
た
ち
が
こ
の
業
界
に

入
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
理
想
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
世
界
中
の
人
が
見
て
い
る

ア
メ
リ
カ
に
乗
り
込
ん
で
い

く
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り

ま
す
が
日
本
代
表
の
使
命
を

持
つ
の
は
名
誉
な
こ
と
。
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
皆
で
育
て
ら
れ
る
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。�（
談
）

ラ
イ
ブ
③
こ
れ
か
ら
の
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
④
次
世
代
の
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
４
つ
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
。
政
・
学
・
産
・
ユ

ー
ザ
ー
の
各
視
点
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
憲
章
の
合
意

を
目
的
に
「
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
も
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　
東
ト
協
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
②
今
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」

の
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
「
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
遠
藤
部
長
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

 
国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
会
議
に
参
加

　
志
村
　
東
ト
協
の
事
業
推

進
は
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
業
界

の
手
本
に
な
り
、
ま
た
、
そ

う
な
る
べ
く
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
環
境
対
策

は
非
常
に
重
要
な
フ
ァ
ク
タ

ー
で
す
。
こ
れ
は
、
業
界
が

推
進
す
る
こ
と
で
理
解
は
深

ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
荷
主
に
は
、グ
リ
ー
ン
・
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
東
京
都

貨
物
輸
送
評
価
制
度
、
グ
リ

ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登

録
な
ど
を
し
て
い
る
事
業
者

選
択
を
し
て
も
ら
え
ば
、
荷

主
と
の
Ｗ
ｉ
ｎ 

Ｗ
ｉ
ｎ
の

関
係
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

優
秀
な
事
務
局
と
と
も
に
さ

ら
に
推
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
業
界
の

た
め
に
参
加
し
て
き
ま
す
。

　
―
―
成
功
を
期
待
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

評
価
事
業
者
の
声

　
３
年
連
続
で
３
ツ
星
評
価

を
受
け
た
西
町
運
送
の
岩

邉
洽
子
社
長
は
、ド
ラ
イ
バ

ー
の
頑
張
り
に
感
謝
し
た
。

「
実
走
行
燃
費
を
し
っ
か
り

記
録
す
る
体
制
が
根
づ
い

た
」。

　
評
価
の
背
景
に
は
、
従
業

員
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
経
費

削
減
に
真
剣
に
取
り
組
む
気

持
ち
が
育
っ
た
こ
と
を
強
調

し
た
。「（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
に
取
り
組

ん
で
）
事
故
が
な
く
な
っ
た

こ
と
で
も
、
会
社
は
世
の
中

の
た
め
に
な
れ
た
と
思
う
」

と
も
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
１
ツ
星
評
価
の
竹
内
運
輸

工
業
の
小
岩
井
繁
行
執
行
役

員
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
の
導
入
効
果

に
つ
い
て
「
燃
費
の
向
上
、

事
故
低
減
に
効
果
を
あ
げ
て

い
る
」
と
話
す
。

　
と
く
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

よ
っ
て
、
小
さ
な
事
故
も
減

少
し
て
お
り
、
従
業
員
の
頑

張
り
が
し
っ
か
り
利
益
確
保

に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を

あ
げ
た
。

　
小
岩
井
執
行
役
員
は
「
こ

の
努
力
を
何
ら
か
の
形
で
ア

ピ
ー
ル
も
し
て
い
き
、
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
て
も
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
東
ト
協
の
支
部
で
最
も
多

く
評
価
企
業
を
輩
出
さ
れ
た

の
が
、
足
立
支
部
の
33
社
。

そ
の
中
で
１
ツ
星
評
価
に
認

定
さ
れ
た
森
田
商
運
の
山
田

正
信
社
長
は
、
プ
ロ
セ
ス
の

大
切
さ
を
強
調
す
る
。「
運

転
者
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
が
効

果
あ
る
の
は
理
解
す
る
が
、

な
ぜ
行
う
の
か
と
い
う
動
機

づ
け
が
大
事
」
と
話
す
。

　
重
量
物
の
長
距
離
輸
送
を

行
う
同
社
で
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
の

導
入
で
燃
料
コ
ス
ト
の
削
減

が
で
き
た
こ
と
に
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
気
付
い
て
く
れ
た
と

い
う
。

　
　
　
　
　
◇

　
１
ツ
星
評
価
を
受
け
た
サ

イ
シ
ョ
ウ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
齋
藤
正
雄
社
長
は
、
事
業

発
展
に
は
従
業
員
の
や
る
気

が
必
要
だ
と
語
る
。
こ
れ
ま

で
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
て
あ
げ
る
点
に
苦
心
し
て

き
た
。
燃
費
向
上
な
ど
の
努

力
が
、
見
え
る
形
で
示
さ
れ

る
Ｇ
Ｅ
Ｐ
は
、
最
適
な
ツ
ー

ル
だ
と
強
調
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、「
事
業
者
は

Ｇ
Ｅ
Ｐ
に
参
加
し
て
い
る
と

の
自
己
満
足
だ
け
で
終
わ
ら

せ
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
自
ら
を
戒
め

る
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
努
力
を
、

経
営
者
は
様
々
な
改
善
で
報

い
る
よ
う
、
自
分
も
努
力
し

て
い
き
た
い
と
の
考
え
を
示

し
た
。

　
東
京
都
の
長
谷
川
明
環
境

局
長
か
ら
、
評
価
事
業
者
を

代
表
し
て
評
価
証
を
授
与
さ

れ
た
金
城
運
輸
（
３
ツ
星
評

価
）の
金
城
利
光
取
締
役
は
、

「
こ
れ
ま
で
２
年
連
続
で
２

ツ
星
だ
っ
た
が
、
今
年
こ
そ

世
界
に
共
有
さ
れ
る
契
機
に
長

谷

川

明

東
京
都
環
境
局
長

　
世
界
で
は
、
新
興
国
を

中
心
に
経
済
成
長
に
伴
い

自
動
車
が
増
え
続
け
て
お

り
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ

れ
る
Ｃ
Ｏ
２

の

削
減
は
、
世
界

共
通
の
重
要
な

課
題
で
す
。

　
こ
う
し
た

中
、
都
は
世
界

に
先
駆
け
た
取

組
と
し
て
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
や
燃
費
管
理

に
努
力
す
る
貨
物
運
送
事

業
者
を
実
燃
費
に
よ
り
三

つ
星
で
評
価
す
る
制
度
を

２
０
１
２
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
る

の
が
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
Ｇ
Ｅ
Ｐ
で
あ
り
、
蓄

積
さ
れ
た
42
万
件
に
及
ぶ

膨
大
な
燃
費
デ
ー
タ
は
評

価
指
標
の
設
定
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｅ
Ｐ
は
、
環
境
負
荷

の
低
減
の
み
な
ら
ず
、
交

通
事
故
の
軽
減
に
も
寄
与

す
る
実
効
性
の
あ
る
取
組

で
す
。
こ
の
取
組
が
今
回

の
Ｗ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
の
会

議
を
通
じ
て
、
世
界
中
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
共
有
さ
れ

る
契
機
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

激

励

の

言

葉

各
国
へ
の
広
が
り
期
待

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
２
０
０
６
年
か
ら
独
自

に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た

「
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
こ
の
た

び
、
国
連
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
場
で
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
さ
れ
る
運

び
と
な
り
ま
し

た
こ
と
は
、
関

東
運
輸
局
と
し

て
も
大
変
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。

　
世
界
的
に
地
球
温
暖
化

が
進
む
中
、「
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

活
動
は
、
先
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15

で
紹
介
さ
れ
た
後
、
タ

イ
、
ド
イ
ツ
、
中
国
で
も

発
信
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
、
国
連
の
場
に

お
い
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
世
界

に
広
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
に
お
い
て

も
環
境
対
策
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
地
球
環
境

に
優
し
い
Ｃ
Ｎ
Ｇ
や
Ｈ
Ｖ

の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
低
公
害

車
導
入
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
度
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
貴

協
会
が
取
り
組
ん
で
来
ら

れ
た
「
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
世

界
各
国
に
広
く
浸
透
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。　
　

又

野

己

知

関
東
運
輸
局
局
長


